








Copylight (c) 2002 笠井雅直
名古屋学院大学論集 社会科学篇 第38巻 第3号(2002年1月)
戦後日本における情報通信産業の成立過程











































































































































































































































































































































































研 究 者 数
(人)














































































































































































































































































































































































































































































しかし,その後, I BM 370シリー ズの発表
と前後して, IBM互換路線へ転換する。つま
り, I BM 370シリー ズに対抗すべく,元IB
表8 富士通 。売上高の推移
(主要費目,%)



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































レー , レー ザー,半導体工場用光ステッパー, シリ
コン・インゴットなどは,世界市場で支配的となっ
た。
(62)同上,76ページ。
(63)同上,198ページ。同書では,日本電信電話公社が,
seed―bedの役割を果たしたとしている。
付記
本稿は,2000年度名古屋学院大学研究奨励金によって
いる。基礎となったのは,土地制度史学会東北部会研究会
報告(1996年)であり,後,大谷薫氏(元新興製作所役員)
の紹介によりNTT顧間(当時)の桑原守二氏からお話し
を伺う機会を得たが種 の々事情からイ土Lげることはでき
なかった。この間,資料収集などでお世話になった方々に
お詫びと感謝の意を表したい。
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